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Q4.学校は、いじめの未然防止、早期発見、早期
対応に努めている。

Q1.学校は、分かりやすい授業を行っている。 Q2.学校は、生徒の体力向上や健康の促進に
積極的に取り組んでいる。

Q3.学校は、道徳科の時間を含めた全教育活動
を通して、命を大切にすることや思いやりの心
をもつ指導に努めている。

Q5.学校は、生活ノートのやり取りやアンケート類を
実施して、生徒の小さな変化に気付けるよう取り
組んでいる。

Q8.学校は、安全・安心な校内環境を整えている。

■1 そう思う ■2 ややそう思う ■3 あまり思わない ■４ 思わない

令和７年度後期 保護者学校評価まとめ 小平第二中学校

Q6.学校は、生徒会活動や学級での係・委員会

活動に積極的に取り組ませている。

Q7.学校は、生徒の将来の夢の実現のために

進路について指導を行っている。

Q9.学校は、保護者や地域との連携を適切に

行っている。

20%

65%

11% 4%

31%

61%

7%

31%

60%

7%
2%

30%

54%

12%
4%

29%

55%

13%
3%

41%

53%

5%
1%

27%

52%

18%

3%

27%

58%

11% 4%

30%

57%

10% 3%

わからない 18％ わからない 14％ わからない 16％

わからない 24％ わからない 18％ わからない 7％

わからない 15％ わからない 12％ わからない 11％



後期学校評価に多くの保護者の皆様からのご回答、どうもありがとうございました。前期の回答数が92名であったことで、後期は何度も協力をお願いした結果、回答
数がおよそ3.5倍と増加し、在籍者数の６０％ほどの保護者から返信いただきました。前期の数値と比較しながら、分析結果と改善策をお示しします。

１０項目を平均して８７．６％が「肯定的な回答」（そう思う・ややそう思う）であり、前期より更に0．7％数値が上昇しました。学校運営全般におおよそご理解をいただい
ている、と捉えております。特に、Q2体力向上・健康教育（９２％）、Q３命・思いやりを大切にする指導（９１％）、Q6生徒会・係・委員会活動（９４％）、Q12学校HP・学年
だより等通信（９５％）の４項目について、肯定的な回答が９０％を超えました。本校の教育目標・目指す生徒像の実現のため、学校経営方針に基づいて取り組んできた
結果、と受け止めています。今年度は小平市の研究推進校の2年目として、「生徒の非認知能力を高める指導方法の工夫」について、全ての教育活動を通して実践して
います。その中で特に「主体性」に焦点を当て、生徒が皆の前に立つ経験や、自分の言葉で意見を発表する場面を数多く設定してきました。Ｑ６の回答が示すとおり、保
護者の皆様にも姿勢が伝わったのでは、と感じています。また、Ｑ２では授業や学校行事のみならず、食育や部活動でも健康を促進しています。様々な活動に、主体的に
全力で頑張ることができる環境であることが、本校の魅力の一つと自負しております。

一方、前期より肯定的な回答の割合が減った項目は、Q１分かりやすい授業（８５％・ 2%下降）、Q４いじめ未然防止・早期対応（８４％・３％下降）、Q9保護者・地域と
の連携（８７％・２％下降）の３項目でした。どれも肯定的な回答の割合は低くはありませんが、今一度見直しを図ります。特に、Q1の授業改善につきまして、本校では学
期に1回の研究授業と事後の協議会の実施や、授業公開週間を設け学び合う「授業力向上」に向けての取組を継続しています。授業こそ学校運営の基幹であり、引き
続き取り組んでまいりますので、皆様も学校公開の際にはご来校の上、率直なご意見・ご感想をお願いいたします。Ｑ４のいじめ対応につきましては、各会議での情報共
有やいじめ対策委員会の運営など、学校として行っていることを保護者会で発信したり、学校だよりに掲載するなどして、周知を図ります。また、Ｑ７の将来に向けての進
路指導（79%)の項目は「否定的な回答」（あまり思わない・思わない）が前回同様２０％を超えました。全校や各学年・学級で行っているキャリア教育・進路指導は、三
者面談の機会でお伝えしたり、学校HPや各種たよりを通じてお届けします。
また、「わからない」と回答した割合が、各項目とも前期より数値が上昇しました。前述のとおり、保護者会や面談等での直接お伝えしたり、各種たよりをデジタルや紙
で発出するなどして、学校として発信力を更に高め、保護者・地域へ周知に努めてまいります。今後も学校公開時にはご案内を差し上げますので、多くの皆様にお越しい
ただき、本校の教育活動をご参観いただきますよう、お願いいたします。

その他、４８名の保護者から記述によるご意見をいただきました。相談体制、教員の姿勢、ＨＰ・各種たよりの発信、授業、部活動につきましては複数から感謝のお声をい
ただき、大変ありがたかったです。楽しく学校生活を送っている、との回答がいくつもあり、励みになりました。教員の健康面を気遣う声も頂戴しました。「何かサポートでき
る事があればお知らせください」との回答にも大いに力をいただいています。
反面、学習面について（テストの内容、評価評定、授業進度、教科指導、課題・提出物、オンライン）、生活指導について（遅刻指導、いじめ対応、服装の規則、SNS）、特
別支援、学校設備（トイレ等）、席替え、アレルギー対応、合唱コンクール等でご意見をいただきました。それぞれ検討し、できる事・できない事を精査した上で、必要に応じ
て工夫・改善を図ってまいります。貴重なご意見をお寄せいただき、ありがとうございました。今後とも本校へのご理解・ご支援のほどよろしくお願い申し上げます。

【後期保護者学校評価について】

実施期間： 令和7年１１月２６日～ １２月１２日

回答数： ３２８名

Q10.学校は、ホームページや学年だよりなど
の通信を通して、学校や生徒たちの様子を
分かりやすく伝えている。
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